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| 必須項目に関する基準 入札価格が基準
価格の範囲内であることが確認された入札
参加者（入札参加資格の確認を受け、契約
責任者により入札参加資格のある旨の通知
を受けた入札参加希望者をいう。以下同
じ。）の提案内容が、次のア）からオ）の要
求水準の必須項目（以下「必須項目」とい
う）及び業務要求水準書の全てを充足して
いるかについて審査を行う。必須項目及び
業務要求水準書の全てを充足している場合
は適格とし、標準点100点を付与する。
ア）本件設計業務については、建築計画を
評価する。
イ）本件工事監理については、工事監理の
客観性が確保されているかを評価する。
ウ）本件建設工事については、安全管理計
画を評価する。
エ）賃借人については、賃借人の選定状況
及び賃借料を評価する。
オ）技術提案については、工期短縮を評価
する。

] 総合評価の方法
{ 加算点 加算は、上記３\|に示す必須
項目であるア）からオ）の合計点とする。

| 総合評価は、上記３\|により得られる
標準点と同]{により得られる加算点の合
計を、当該入札参加者の入札価格（オフィ
ス部分の全部又は一部について区分所有と
して出資する場合は、入札価格より出資価
格を差し引いた価格）で除して得た数値（以
下「評価値」という。）をもって行う。

競争参加者の資格に関する公示

沖縄総合事務局開発建設部が発注する「那覇空
港滑走路増設護岸Ｎ工区築造工事」、「那覇空港滑
走路増設護岸Ｗ工区築造工事」及び「那覇空港滑
走路増設護岸ＧＳ工区築造工事」は単体有資格業
者等及び特定建設工事共同企業体による一般競争
（政府調達）により行うこととしたので当該共同
企業体の資格審査申請の受付の期間及び方法等を
次のとおり公示します。

^ 落札者の決定方法
{ 入札参加者は、価格及び必須項目により
入札する。次のア）及びイ）の全ての要件
に該当する入札参加者のうち、]「総合評
価の方法」によって算出された評価値の最
も高い者を落札予定者とし、その者の入札
書に添付された工事内訳書、工事内訳明細
書及び科目内訳を審査のうえ妥当な場合に
落札者として決定する。
ア）入札価格が基準価格の制限の範囲内で
あること。
イ）評価値が、標準点（100点）を基準価
格で除した数値を下回らないこと。

ただし、落札予定者となるべき者の入札
価格によっては、その者により本事業の内
容に適合した履行がなされないおそれがあ
ると認めるとき、又はその者と本契約を締
結することが公正な取引の秩序を乱すこと
となるおそれがあって著しく不適当である
と認められるときは、当該落札予定者とな
るべき者に照会、審査のうえ妥当な場合に
落札者として決定する。

| {において、評価値の最も高い者が２者
以上あるときは、そのうち最低価格を提示
した者を落札予定者とする。なお、最低価
格を提示した者が複数者いる場合は、抽選
により決定する。

} 全ての入札参加者が基準価格の制限の範
囲外だった場合、ただちに随意契約に移行
する。

４ 技術提案に関する事項 本建設工事につい
て、以下の各項に基づく技術提案を受け付ける。
\ 技術提案の内容
・工事工程計画の合理化に関する提案

] 技術提案の条件 次の{から�のいずれか
の点に該当する技術提案は受け付けないもの
とし、それらの採用を前提とした入札は欠格
とする。
{ 対象となる工事期間が標準工期（24ヶ月）
を超える提案

| 別途工事である店舗、婚礼施設等のテナ
ント工事の期間を2•5ヶ月以上確保してい
ない提案

} 本件建設工事（上記の別途工事を含む。）
を完了させた後に、建築行政・消防等の検
査期間及び監理者・発注者の確認・是正期
間（この期間で検査の受検並びに検査済証
等の受理をすることとし、期間には休日等
の日数を含む。）を１ヶ月以上確保していな
い提案

~ 入札説明書及び業務要求水準書の条件を
満たしていない提案

� 施工に対する安全性の配慮に欠ける提案
� 関係法令を遵守していない提案

５ 入札手続き等
\ 担当箇所 〒151`8578 東京都渋谷区代々
木２`２`２ 東日本旅客鉄道株式会社 事
業創造本部 開発推進部門 工事推進・ＣＭ
Ｇ 池森 崇 電話03`5334`1111

] 入札説明書の交付期間、場所、代金及び方
法
{ 期間 平成26年１月24日から平成26年２
月19日までの土曜日、日曜日及び祝日を除
く毎日10時00分から16時00分まで

| 場所 上記５\に同じ。
} 代金 入札説明書5¶000円（税込）
~ 方法 入札説明書の交付を希望する者
は、５\の担当箇所で直接上記}の金額を
支払い、受領すること。

^ 申請書等、資料及び参加願書等の提出期間、
場所、方法
{ 期間 平成26年１月27日から平成26年２
月19日までの土曜日、日曜日及び祝日を除
く毎日10時00分から16時00分までとする。
なお、この期間以外に提出されたものにつ
いては受け付けない。

| 場所 上記５\に同じ。
} 持参すること。
~ 入札参加資格者が一者の場合、ただちに
随意契約に移行する。

_ 事業提案書、安全計画書、工事工程表（案）、
技術提案書の提出の期限、場所及び方法
{ 期限 平成26年５月23日14時00分
| 場所 東日本旅客鉄道株式会社 本社会
議室

} 方法 持参すること。なお、提出の際は
上記５\の担当箇所に事前に連絡のうえ、
持参すること。

６ その他
\ 本入札手続き及び本事業において使用する
言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限
る。

] 入札保証金及び契約保証金 免除。
^ 本入札の無効 本公告に示した競争参加資
格のない者の行った入札、申請書及び資料並
びに参加願書等に虚偽の記載をした者の行っ
た入札及び入札に関する条件に違反した入札
は無効とする。

_ 本入札手続きにおける交渉の有無 無。
` 契約書作成の要否 要。
a 本件建設工事に直接関連する他工事の請負
契約を当該工事の請負契約の相手方との随意
契約により締結する予定の有無 有。

b 関連情報を入手するための照会窓口 上記
５\に同じ。

c 本件建設工事は、建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律（平成12年法律第104

号）に基づき、分別解体等及び特定建設資材
廃棄物の再資源化の実施が義務付けられた工
事である。

d 詳細は入札説明書による。
７ Summary

\ Official of the procuring entity in charge

of contracting : Yuji Morimoto, Executive

Director General, Life-style Business Devel-

opment Headquarters, East Japan Railway

Company

] Classification of the services to be pro-

cured : 41

^ Subject matter of the contract : Construc-

tion work of the Ú(tentative) Saitamas-

hintoshin BuildingÙ

_ Deadline for the submission of applica-

tion forms and relevant documents for the

qualification : 4 : 00 P.M., 19 February 2014

` Deadline for the submission of tenders :

2 : 00 P.M., 23 May 2014

a Contact point for tender documentation :

Takashi Ikemori, Life-style Business Devel-

opment Headquarters, East Japan Railway

Company, 2`2`2 Yoyogi, Shibuya-ku,

Tokyo 151`8578, Japan, TEL 03`5334`

1111
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